
１ 

６
月
補
正
で
増
額
承
認
を
受
け
、

�

本
体
工
事
費
が
固
ま
り
ま
し
た

　
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、町
内
の
各
地

域
の
整
備
方
式（
光
区
域・無
線
区
域
）を
決
定
し
ま

し
た
。そ
の
後
、決
定
し
た
整
備
方
式
に
よ
り
設
計
を

行
い
ま
し
た
。設
計
は
将
来
的
に
光
区
域
拡
大
も
視

野
に
入
れ
た
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
設
計
業
務
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、本
事
業
に
必

要
な
工
事
費
が
固
ま
り
、当
初
の
計
画
か
ら
光
区
域

を
増
や
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、本
体
工
事
費
を
約

３
億
円
増
加
し
、工
事
費
を
含
む
補
正
予
算
案
を
町

議
会
６
月
定
例
会
で
上
程
し
、６
月
26
日
に
可
決
、承

認
さ
れ
ま
し
た
。

２ 

本
体
工
事
費
が
増
加
し
た
理
由

　
調
査
業
務
を
進
め
て
い
く
中
で
、本
町
の
高
度
情

報
基
盤
整
備
方
式
の
光
区
域・無
線
区
域
の
割
合
が

当
初
の
構
想
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
町
政
懇
談
会
等
で
は
、住
民
の
皆
様
方

か
ら
多
く
の
ご
意
見
と
ご
要
望
を
い
た
だ
き
、そ
れ

ら
を
踏
ま
え
た
上
で
調
査
及
び
設
計
を
進
め
、情
報

基
盤
の「
安
定
」「
超
高
速
」「
大
容
量
」を
目
指
し
、よ

り
良
い
設
計
に
組
み
直
し
ま
し
た
。

　
本
町
の
居
住
区
は
、中
央
に
流
れ
る
大
井
川
の
両

岸
に
分
布
し
て
い
ま
す
。点
在
す
る
地
域
を
結
ぶ
主

要
幹
線
を
光
フ
ァ
イ
バ
で
敷
設
し
、当
初
、高
速
無
線

を
予
定
し
て
い
た
一
部
の
地
区
の
支
線
に
つ
い
て
も

混
み
合
う
利
用
へ
の
対
応
の
た
め
、光
フ
ァ
イ
バ
を

敷
設
す
る
こ
と
で
安
定
を
図
る
よ
う
に
計
画
し
ま
し

た
。ま
た
、老
朽
化
し
た
同
報
無
線
設
備
に
替
わ
る
も

の
と
し
て
、災
害
に
強
い
施
設
を
目
指
し
た
結
果
、予

算
工
事
費
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

３ 

本
体
工
事
費
以
外
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
本
体
工
事
費
以
外
で
、承
認
を
い
た
だ
い
た
補
正

予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
事
業
説
明
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

　

端
末
機
の
取
扱
い
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
等
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
関

す
る
費
用
で
す
。作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、全
世

帯
へ
の
各
戸
配
布
や
説
明
会
で
も
お
配
り
し
ま
す
。

⑵
本
事
業
の
施
工
監
理
業
務
委
託
料

　

本
体
工
事
の
設
計
が
固
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、そ
れ

に
必
要
な
施
工
監
理
体
制
を
確
保
す
る
必
要
が
生

じ
、費
用
が
増
加
い
た
し
ま
し
た
。

⑶
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
工
事

　
観
光
客
が
多
く
来
訪
す
る
千
頭
駅
前
、防
災
機
関

と
し
て
機
能
す
る
役
場
庁
舎
、災
害
時
の
避
難
所
と

し
て
見
込
ま
れ
る
文
化
会
館
、B
&
G
海
洋
セ
ン
タ

ー
の
5
カ
所
に
無
線
L
A
N
環
境
の
整
備
を
し
ま

す
。無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
災
害
に
強
い
特
性
か
ら
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
住
民
の
安
定
し
た
情
報
収
集

に
役
立
つ
と
と
も
に
、行
政
か
ら
の
災
害
情
報
を
、迅

速
に
配
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑷
元
長
島
ダ
ム
工
事
事
務
所
改
修
工
事

　

遊
休
の
町
有
施
設
で
あ
る
元
長
島
ダ
ム
工
事
事

務
所（
千
頭
西
）の
改
修
が
終
了
し
た
後
、サ
ー
ビ
ス

提
供
を
行
う
運
営
事
業
者
に
事
務
所
と
し
て
貸
し

出
し
ま
す
。サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
機
能
を
確
保

す
る
た
め
、改
修
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

４ 

各
世
帯
に
設
置
す
る
端
末
機

　
本
事
業
で
、同
報
無
線
戸
別
受
信
機
と
情
報
の
受

発
信
の
機
能
を
担
う
端
末
機
を
各
世
帯
に
配
置
し

ま
す
。

　

端
末
機
の
機
能

や
利
用
に
つ
い
て

の
ご
紹
介
は
、今

後
の「
広
報
か
わ

ね
ほ
ん
ち
ょ
う
」や

「
説
明
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、町
民
の
皆
さ
ま
に
分
か

り
や
す
い
説
明
と
、進
捗
状
況
を
引
き
続
き
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】企
画
課・広
報
情
報
室
　
☎（
56
）2
2
2
1

～高速通信が可能な無線を活用した
　　　新たな高度情報基盤の整備構想～

住民サービス向上のために
Vol.4

光区域 無線区域

当初 1,892世帯 1,028世帯

設計後 2,593世帯 327世帯

増減 増701世帯 減701世帯

当初 55.780㌔

設計後 103.533㌔

増減 増47.753㌔

◎整備方式の世帯数比較
　（世帯数６月１日現在）

◎光ファイバ延長

※写真は
　イメージです。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 6



町
茶
品
評
会

今
年
の
一
番
茶
の
出
来
栄
え
を
審
査
す
る
町
茶
品
評
会
が

農
林
業
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
全
国
茶
品
評
会
入
賞
ク
ラ
ス
の
良
品
ぞ
ろ
い
で
、

上
位
は
欠
点
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ず
、見
事
な
仕
上
が
り
」

と
、審
査
長
が
評
し
た
今
回
の
茶
品
評
会
。

最
高
賞
の
優
等
に
は
、

手
摘
み
の
部
・
２
年
連
続
で
相
藤
令
治
さ
ん
が
、

機
械
摘
み
の
部
で
は
田
野
口
第
一
製
茶
組
合
が
輝
き
ま
し
た
。

平成26年度「川根本町茶品評会」
①審　査　日　７月７日（月）
②審 査 会 場　農林業センター
③審　査　員　県志太榛原農林事務所と JA 経済連の職員４人
　　（審査長　県志太榛原農林事務所・鈴木康孝茶業農産課長）
④審 査 方 法　「全国茶品評会」審査基準に準じて、外観、香気、
　　　　　　　水色、滋味の順で 200 点満点で行われます。
▶手摘みの部（出品数８点）　　▶機械摘みの部（出品数 10 点）
結　果 出　品　者 結　果 出　品　者

優　等 相藤園
相藤 令治 優　等 田野口第一製茶組合

組合長　田畑 義次

１　等 ティーサークル徳山
代表　中野 利広 １　等 高畑園

高畑　裕

２　等 川崎　好和 ２　等 川崎　好和

３　等 つちや農園
土屋　鉄郎 ３　等 高木　郷美

【問】 産業課・農業室　☎（56）2226

20点／200点
審査は外観か
ら始まります。
茶葉の形状と
色沢を入念に
チェックし、茶
葉の状態を確
認します。

30点／200点
にごりなどを
チェックしま
す。ネットカッ
プの規格や浸
出時間を統一
し、公 平に審
査します。

75点／200点
香気とともに
高得点が配分
されています。
卓越した技術
と経験をもと
に慎重に審査
します。

Category ２
【香 気】

75点／200点
セットされたすくい網で茶葉を拾い
上げ、目を閉じて五感を研ぎ澄ませ
る審査員。（写真は鈴木審査長）

Category 1
【外 観】

Category ３
【水 色】

Category ４
【滋 味】
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